
水道部

健全な水循環・水環境を未来につなぎます





【水道部の目標】　健全な水循環・水環境を未来につなぎます

水道課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

　いつでもどこでも安全で安心な水が「飲める」「使える」水道事業を維持します。

No 取組み 事業名 事業概要
地方創生
事業

備考

1
健全な水道経営の
維持

経営基盤強化対策事業

投資・財政の中長期計画である「白河市水道ビジョン・経営戦略」により経営基盤
強化と財政マネジメントを実践する。また、経営の透明性と効率性を向上させる
ため、経営比較分析表や業務指標の進捗管理を行い、事業の現状把握や問題
点の特定、改善策の検討を行う。

継続 継続 継続 継続

事業計画

継続

2

水道水の安全性の
確保

水安全ガイド事業
安全かつ清浄な水の供給を確保するため、水質計画に基づく水質検査を行うと
ともに、利用者に安心感を与えるため、市のホームページやSNS、広報紙などを
活用して、水質に関する情報を広く発信する。

継続

3 水安全対策事業
水道水の安全性をさらに向上させるため、「水安全計画」を策定し、水の供給に
関わる危害を抽出し、監視・管理体制を強化して安全な水の供給を確保する。

新規 継続 継続 継続 継続

継続 継続 継続 継続

継続

5 水道施設再構築事業
水道施設の健全度を維持するため、水道施設の計画的な更新と耐震化を行う。
また、人口減少を踏まえ、施設利用率などの適正化を図るため、連絡管整備、配
水区域再編及び施設統廃合を行う。

継続 継続

4

強靭な水道の構築

管路更新事業
水道水の安定供給を確保し、災害時の被災を最小限に抑えるため、老朽管など
を耐震性のある管路に更新する。また、ＡＩによる管路の劣化度診断を活用し、更
新費用の最適化を図り、計画的な更新を進める。

継続

6 水道施設機能維持整備事業
頻発する自然災害に備えるため、浸水想定区域内に位置する取水施設の浸水・
停電対策として、止水板及び自家発電設備の整備を行う。

新規

継続 継続 継続

継続

継続

継続 継続 継続

7 人材の確保と育成 官民・広域連携推進事業
水道事業運営の持続性を確保するため、民間事業者が持つ技術・ノウハウを活
用した連携や、近隣の水道事業体との幅広い連携を推進し、人材の確保や育
成、水道サービス水準の向上を図る具体的な取組みについて検討を進める。

継続

継続 継続 継続

継続 継続 継続

※地方創生事業･･･「第３期白河市みらい創造総合戦略」（令和７年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。



【水道部の目標】　健全な水循環・水環境を未来につなぎます

下水道課

【めざすまちの姿】

R5 R6 R7 R8 R9

　衛生的で快適な環境で生活できるまちを目指します。

No 取組み 事業名 事業概要

1

下水道整備の推進

公共下水道施設整備事業
市街地の生活環境整備と阿武隈川流域の水質保全を図るため、下水道事業計
画に基づき、公共下水道区域の整備及び施設の改築・更新を行う。

継続

2
公共浄化槽等整備推進事業
（市設置型）

継続 継続 継続

地方創生
事業

備考

継続 継続 継続

事業計画

継続

継続

3
下水道施設の更新
と統廃合

汚水処理施設広域化・共同化
事業

下水道施設の維持管理費の削減を図るため、汚水処理施設の広域化・共同化
計画に基づき、計画的に農業集落排水施設の統廃合を行う。

新規 継続 継続 継続 継続

公共下水道区域、農業集落排水区域以外の地域の生活環境整備のため、市が
合併処理浄化槽の設置及び維持管理を行う。

継続

継続

5
下水道接続への啓
発

下水道接続率向上啓発促進事
業

生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、下水道未接続の世帯や
事業所等に対して、接続を促す啓発活動を行う。

継続 継続

4
下水道使用料金の
見直し

下水道使用料適正化事業
下水道事業を健全に運営するには、下水道使用料金を適正な水準とする必要が
あるため、将来を見据え検討を行う。

新規 継続 継続 継続

継続 継続 継続

※地方創生事業･･･「第３期白河市みらい創造総合戦略」（令和７年３月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。


